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水

温
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J

稲

の

生
育
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の

関

係

(第
四
撃

浸
水
に
よ
る
穀
収
量
土
の
被
害盛

挙
博
士

近

藤

萌

太

郎

岡

札

保

鰭

育

ヽ
ノ

着
帯
竿
U

は
墾

t涙

に
於
て
桁
を
逆
火
し
た
る
時
に
'
そ
の
牝
育
咋
卿
'水
温
及
び
泣
水
口
敬
が
扇

の
作
付
に
及
ぼ
す
影
幣
に
つ
き
て
従

験
し
て
'
ケ
傭
的
に
そ
の
純
米
を
雅
浩
し
た
-
.
鼓
に
は
そ
の
縦
軸

と
し
て
'
浸
水
桁
の
:{3
収
‥F
'を
刑
耕
し
た
る
=i
火
を
触
溝
せ
<

と
す
O

範
一

章

･比

倫

の

方

は

昭
利
七
年
七
坦

一日
に
水
郁
雄
榊
'
及
び
苫
神
霊

川
を
九
匹
分

の
l
反
の
ポ
ッ
ト
に
糾
ゑ
込
み
'
後
に
P.
す
が
如
-
二
十
五
日
H
t
川
十

円
〓
'
五
十
L<
日
日
'

七
十

口
〓
'

九
十
七
日
H
の
五
胡
に
分
ち
て
'

水
溢
擁
氏
二
C
度
'

二
五
度
'
三
C
蛙
二

二
五
度
'
凶
∩
庭

の
水

中
に

'
二
'
_叫
'
六
'
八
'
十
日
川
は
水
し
た
-
｡
北
:fL｡i火
桁
の
穀
収
-Jr5
'が
如
何
な
る
辞

形

車
生
け
た
る
か
を
知
ら
ん
が
銭
め
に
'

一
株
の

故

殺

枇

政

'

一
株
の
組
-Jd
f訳
'

一
概
の
枇
駄
'
粗
米
千
位
の
近
日‥≠
'
粒
茄
の
疎
練
'
放
談
に
封
す
る
穀
絹
の
別
命
等
を
訓
都
し
た
-
｡

各
ポ
ッ
ト
に
興

へ
た
る
施
肥
料
は
抑
肥

一
茄

g
t
紬
従
抑

一
･
二

言

'
硫
安

C
)･
1
五
g
'
過
燐
硫
布
衣

〇
･
重

言
'
硫
酸
加
里

〇
･
二

水
温
と
.桁
の
隼
(;
と
の
雌
係
'
第
pq
和

l.717ニ
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閥
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節
b
l
q
鞄

g
な
:1
｡

浸
水
時
矧
は
攻
の
如
し
｡

節
1剃

挿
秋
後
二
十
五
日

E;
(七
月
二
十
七
日
)
よ
-
浸
水

三
四

第
二
耕

〃

第
三
耕
〝

第
川
耕
〝

耶
先
細

〃

姓~

十

日
目
(八
月
十

一
日
)
〃

〃

五
十
末
日
uE

(
八
月
二
十
六
日
)

〝

〃

七

十

日
日

(
九

月

十

日
)

〝

〝

(
川
根
糊
)

九
十
七
El
H

(
十

〃

七

日
)

〝

〝

(紡
･仰
i朋
)

第

二

章

抑
挟
後

二
十
五

日
目

の
桁

の
浸
水

押
紙
後
二
十
五
日
目
に
桁
･敏
和
々
の
温
度
に
浸
し
た
ろ
紙
淡
へ
収
束
上
に
及
ぼ
し
た
る
影
世
は
新

一
袈
叩
'
乙
の
如
し
.
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考

1
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一
株
の
智
肝
古
軟

弧
に
較
市
は
組
珊

め
み

と
す

｡

〇
･
一
標

の
枇

軌
二
は

結
打

相
の
外

に
枚

及
ひ
放

清
和

を
も
加
印

し
た

り
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水
温
と
桐
の
筈

と
の
開
係
､
前
川
軸

三
八

棚
些

10
度
の
水
中
に
桁
を
没
す
時
は
'

一
株
の
紙
粒
数
'
北
に
叔
笹
は
減
少
す
れ
ど
'
二
'
四
日
川
の
:iE
水
に
て
は
殆
ん
ど
平
な
き
こ

と
あ
-
.
又

一
概

の
枇
敏
及
び
粗
米
千
抑
佃
も
減
少
す
G
粒
茄
の
疎
紙
'
租
茄
に
封
す
る
戯
前
の
比
は
'
位
水
に
よ
っ
て
粘
別
に
減
少
し
た

る
を
認
め
ず
｡

排
些

五

度
の
水
中
に
て
は
'

一
株
の
細
粒
敗
北
に
戟
S
Lは
減
少
す
｡
只
二
=
:F
の
.tiK
水
に
て
は
柏
ん
ど
被
寄
無
き
こ
と
あ
-
｡
他
の
l

砧
の
粗
放
及
び
粗
米
千
粒
6
,も
減
少
す
O
柑
粥
の
疎
･新
地
に
紙
E
.に
封
す
る
穀
弟
の
比
は
於
て
は
減
少
せ
ず
｡
被
帯
の
状
況
は
抽
些

10
度

の
場
合

に

似
た
-
｡

棚
氏
三
〇
度
の
水
中
に
て
は
'

山
林
の
紙
粒
敏
及
び
出
航
に
S
'て
減
少
せ
-
｡
情
に
八
日
'
叉
十
円
州
鎚
水
に
於
て
兆
枇
字
は
it
な
-
0

一
柚
の
粗
放
及
び
粗
氷
千
粒
塊
も
減
少
す
'
粒
活
の
疎
･jt.北
に
紙
皿
.に
判
す
る
鍛
爪
の
比
に
就
て
は
帖
に
辞
し
-
減
少
し
た
る
を
認
め
ず
｡

梯
t
r:二
五
度
山
水
中
に
て
は
'

1
株
の
紙
粒
赦
及
び
必
茄
に
於
て
減
少
せ
-
｡
叉
八
-
十
∩
仙
川.3
水
に
て
は
桁
は
仙
托
せ
-
｡

1
枚
の
粒

故
'
粗
米
千
粒
茄
'
粒
･iL;
の
疎
密
'
紙
丑
に
封
す
る
穀
訳
の
比
に
於
て
は
〃
相
の
城
少
な
L
o

牌
氏
川
C
庇

い
水
中
に
て
は
'

1
株
の
鰍
粒
敗
北
に
政
派
は
辞
し
-
減
少
せ
-
｡
又

髭
水
八
I
十
日
:=
の
桁
は
仙
死
せ
-
｡

l
柚
の
抑
敬
'

粗
米
千
位
誼
も
減
少
す
｡
粒
群
の
疎
統
'
紙
茄
に
封
す
る
穀
S
Jの
比
に
於
て
も
付
火
日
放
が
ぶ
-
な
れ
ば
省
せ
ら
る
｡

以
上
の
郎
功
を
綜
令
し
て
老
ふ
れ
は
'
械
氏
二
〇
度
乃
至
川

U
虻
の
水
中
に
二

一.;
乃
h
'十
,;
川
付
す
時
は
'
水

準

仙
-

'

日.つ

位

水
口

政
の
起

き
枇
'

一
株

抄紙
粒
牧
及
び
戟
束
は
減
少
す
る
も
の
な
る
が
'
二
C
度
に
て
二
'
四
日
榊
'
二
五
度
に
て
二
日
川
に
て
は
'
非
被
宰

無
き
こ
と
あ
-
と
云
ふ
ペ
し
｡
而
し
て
1l
枠

の組
粒
牧
及
び
叔
5
.が
減
少
せ
L
は
'
+
lと
し
て
綻
水
の
巧
め
に
桁
の
分
好
が
小
と
な
-
L
に

凶
る
な
る
が
'
叉
何
時
に
尤
性
不
充
分
な
る
こ
と
に
も

原
因
す
る
な
り
｡
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J)訂
帝

一日
宗

野

訂

q)軍
】〓芦
田
uZ芳
聾

吋
針

ぎ
封
L
汁
b
o

棚
些

70
度
の
水
中
に
桁
を
鮮
す
咋
は
'

7
粋

の
紙
料
敏
及
び
栽
茄
は
減
少
す
.
特
に
浸
水
十
円
糊
の
も
の
に
於
て
非
才
ie
な
-
｡
一
粗

の
粒
救
'
粗
米
千
秒
韮
'
聴
茄
に
封
す
る
戟
丑
の
此
耳
も
校
水
に
よ
-
て
減
少
す
れ
ど
'
北
ハ粒
茄
の
疎
碑
に
は
概
し
て
影
轡
少
し
｡

赫
些

嘉

鹿
の
水
中
に
て
は
'

1
株
の
紙
粗
動
及
び
叔
許
は
減
少
す
｡
特
に
十
日
剛
浸
水
に
於
て
非
減
少
許
し
｡

一
相
の
抑
数
'
粗
米
千

粒
韮
並
に
総
菜
に
封
す
る
鹿
部
の
比
も
班
水
に
よ
-
て
減
少
す
.
粒
籍
の
疎
碑
に
は
i<
な
る
影
甥
準
か
り
し
｡
但
し
十
日
糊
授
水
に
て
は
恋

形
･#
あ
-
Q

揃
氏
二
:EO
度
の
水
中
に
て
は
'

1
妹
の
紙
料
教
及
び
出
井
は
減
少
す
｡
特
に
八
日
或
は
八
口
早
i:浸

水
せ
ら
れ
た
る
堵
令
に
非
被
辛
は
i(

た
り
し
｡

一
穂
の
柿
救
'
粗
米
子
粒
訳
'
紙
誼
に
酎
す
る
穀
淡
の
比
も
減
少
せ
-
｡
粒
活
の
疎
紙
に
は
背
し
き
影
稗
を
認
め
ざ
-
し
｡
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棚
些

二
元
度
の
水
中
に
て
は
'

一
株
の
組
枇
敬
及
び
戟
中
は
七
に
減
少
す
｡
特
に
六
口
又
は
六
日
以
上
E.23
さ
れ
し
時
は
非
被
芋
if
な
･1
｡

叉
十

日
川
綻
水
に
て
は
柚
托
せ
1､七

一
相
の
枇
赦
'
粗

氷

千

粒

E
.'
組
tS
.
に封
す
る
穀
E
.の
比
も
減
少
す
Q
抑
新

の疎
紙
も
六
日
叉
は
六
円

以
上
PiB
水
せ
ら
れ
し
時
に
減
少
せ
る
を
認
め
た
り
Q

棚
氏
川

C
皮
の
水
中
に
浸
さ
れ
し
峠
は
'
穀
牧
上
･S
総
て
の
事
項
に
就
き
て
tJ
に
減
少
せ
る
を
認
む
Q
比
に
二
円
楳
水
に
て
被
帯
if
な
る

が
'
糊
口
文
相
n
H
上
位
さ
れ
し
時
は
'
非
被
乎
特
に
+
/
に
し
て
'
六
'
八
'
十
日
に
て
は
柵
托
す
｡

以
上
を
紫
す
る
に
'
抑
枇
凹
十
日
後
に
桁
を
.iE
水
す
る
時
は
'
水
温
が
高
-
'
綬
水
目
敏
の
点
き
群
共
被
軒

の
i<
な
る
を
認
む
る
は
勿
論

な
る
が
'
就
中
水
温
二

〇
度
'
二
l<
庇
に
て
は
十
日
仙
'
二
.1r
)度
に
て
は
八
日
仙
'
二
.<
度
に
て
は
六
日
糊
'
川
C
度
に
て
は
二
日
川
滋
水

に
於
て
'
虹
に
非
被
令
の
+/
な
る
を
認
む
る
な
-
O
口
(
抑
茄
の
疎
怖
の
み
は
'
高
温
叉
は
止
別
泣
水
の
域
命
を
除
け
ば
'
浸
水
の
彩
帝
を
皮

-
る
こ
と
の
比
較
的
に
少
き
を
認
め
た
-
0

右
役
水
の
被
平
は
'
押
紙
後
二
十
;<
日
日
の
細
水
に
於
け
る
と
同
じ
け
れ
ど
'
S
'被
第
は
人
な
る
を
見
ろ
な
-
0

第

四

葺

柿
秋
後
五
十
五
日
目
の
桁
の
tiy
水

挿
放
後
五
十
末
日
日
に
桁
を
純

々
の
渦
度
に
付
し
た
ろ
紙
墨

収
飛
上
に
及
ぼ
し
た
る
影
鞭
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節
｡
衰
W

t
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の
如
し
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水
池
拓
き
杜
叉
'
浸
水

目敏
の
多
き
杜
'
筈

は
大
と
な
-
て
'
三
〇
度
に
て
六

-
八
円
m
'
三
五
度
に
て
刑
1
六

日
皿
'
岬
0
度
に
て
二
日
制
山
上
侵
さ
る
･̂
時
は
'
非
被
害
は
i<
に
し

て
'
甚
し
き
は
枯
死
す
る
も
の
も
あ
-
｡

本
襟
験
に
て
は
'
水
蛇
二
〇
度
を
帖
佐
と
な
し
た
る
が
'
新
し
豚
托
二
〇
度
以
下
と
な
す
と
き
は
'
浸
水
の
被
客
は
怖
級
な
る
べ
L
c
故

に
早
期
に
て
'
未
だ
低
漁
の
時
の
浸
水
は
'
積
の
穀
収
束

に

形
群
少
き
を
知
る
な
-
.



抑
秋
後
糊
も
無
き

小
柳
の
泣
水
に
於
て
は
'

一
棟
の
粒
政
､
粗
米
十
粍
航
'
組
爪
に
封
す
る
必
罪
の
比
竹叶
が
著
し
-
減
少
せ
ざ
る
こ
と
あ

り
｡
例

へ
は
抑
拙
技
二
十
五
日
日
に
於
け
る
liit
水
の
如
し
｡
さ
れ
ば
=(
糊
浸
水
に
よ
る
必
収
束
の
減
少
は
'
寅
と
し
て
分
奔
放
が
減
ぜ
し
瑞

め
な
る
べ
し
.
さ
れ
ど
叉
脱
皮
･:i
-
'
浸
水
口
数
が
増
加
し
て
'
被
･31=が
+/
な
る
畔
に
は
'
勿
論
相
の
教
育
不
良
'
親
米
の
生
成
'

l
相
の

粒
数
の
減
少
せ
L
S.t
に
も
原
糾
す
べ
し
.
持
前

の
疎
雄
に
は
浸

水

の
形
鞘
.E.u:'し
｡

桁
の
生
育
が
迎
み
て
､
開
花
州
中
に
tL..i
水
せ
ら
れ
し
時
は
'
紡
･.仲
f不
良
と
な
り
て
牧
=叫
を
減
じ
~
或
は
餌
無
に
至
ら
し
む
Q

叉
開
花
矧
を
過
ぎ
て
'
紡
:.t
矧
中
の
:L.牧
水
に
て
は
'
北
‥蛮
椛
の
末
世
不
十
分
な
る
銭
め
に
減
収
を
氷
た
す
な
1
0

上
=1
て
穀
収
il:の
減
少
す
る
'iS
因
は
兆
泣
火
山
帖
期
に
よ
り
て
興
る
も
の
と
云
ふ
べ
-
'
概
析
す
れ
ば
分
費
減
少
'
光
襟
不
良
'
批
米
'

1
砧
の
枇
故
山
減
少
耳
に
よ
る
な
-
0

Au上目tr一｢一

三

水
桁
を
種
々
の
生
育
朋
に
'
班
々
の
弧
鹿
わ
水
中
に
'
柾
々
山
則
･:7
浸
し
'
5
'
て
桁
の
収
八.i
･上
の
鞍
坊
柑
鹿
を
那
和
し
た
-
O

二
'
昭
和
七
年
七
月
よ
り
十
月
迄
の
川
に
称
和
及
び
14=紬
を
川
ひ
'
抑
拙
後
二
十
九
日
'
叫
十

日

'
五
十
日
'
七
十
日
及
び
九
十
七
日
目
に

捕
些

一〇
度
'
二
五
虻
'
三
〇
度
'
二
五

度
'
川
C
度
の
水
中
に
二
'
川
'
六
'
八
'
十
日
明
..1tJ
水
し
て
'
北
ハ桁
の
粗
米
の
収
八爪
を
調
布

せ
り
.

三
'
桁
を
水
中
に
T.33
す
時
は
'
北
:米
の
収
北
は
減
少
す
o
;
ハ抑
叫
枝
川
も
無
き
帖
は
'
北
浦
が
描
代
二
C
腔
の
時
に
二
㌧
川

H

W
'
又
水
温

二
五
度
の
時
に
二
円
糊
の
浸
水
に
て
は
'
穀
収
上
に
殆
ん
ど
被
軒
た
き
か
'
或

は

北ハ被
帯

は
甚

だ
畔
微

な

-
｡

水
温
と
楢
の
生
tht
と
の
剛
旅
'
前
川
湖

東七



水
温
と
楢
の
生
K=と
の
開
陳
'
第
相
和

LF:八

胴
'
浸
水
の
必
牧
被
審
程
度
は
'
端
挿
枚
後
の
時
期
に
よ
り
て
差
異
あ
れ
ど
'
概
し
て
水
泡
二

C
1
二
五
度
に
て
は
'

八
-
十
日
間
'
三
〇

度
_こ
て
は
六
I
八
円
榊
'
三
九
度
に
て
は
川
I
六
Iulm
t
凶

〇
度
に
て
･些

有

EZT;
浸
さ
る
1
時
は
班
に
非
被
番
は
犬
と
な
る
な
り
｡

五
'
浸
水
の
被
啓
の
Jl之
も
大
な
る
糊
節
は
開
花
糊
に
し
て
'
被
啓
の
山
も
小
な
る
は
押
紙
後
剛
も
無
き
時
な
=1
0
挿
秋
後
日
数
を
絞
る
に
従

ひ
て
'
浸
水
の
省
は
if
と
な
り
て
'
開
花
制
に
山
i<
と
な
-
'
之
を
過
ぎ
て
結
任
期
に
入
れ
ば
'
被
啓
は
減
す
｡

六
'
浸
水
の
薦
め
に
数
枚
兼
の
減
少
す
る
怖
凶
は
､
非
浸
水
の
時
制
に
よ
-
興
る
が
'
概
括
す
れ
ば
分
碓
減
少
'
蒐
雌
不
良
'
枇
米
'

1
穂

の
粒
敏
減
少
等
に
州
る
な
-
｡

文

T
･
駈
噌

太
棚

水
管

警

生
管

の
慢

(聖

g
)
水
禦

崇

讐

筈

に
謹

右

響

艮

試
第
十姦

7-
!0
茄

哨
票

完

月

(撃
州叩
八
年
七
月
二
十
日

大
樫
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解
析
研
研
)


